
会 議 録【公開用】 

会議の名称 令和７年度第５回 岩舟地域会議 

開催日時 令和７年９月２４日（水）１９時００分 開会  ２０時４４分 閉会 

開催場所 岩舟総合支所会議室棟 第 1会議室 

出席者氏名 別紙 1のとおり 

欠席者氏名 別紙 1のとおり 

事務局職員職氏名 別紙 1のとおり 

その他出席者等 別紙 1のとおり 

会議事項 別紙 2のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 

公開 

傍聴人の数 なし 

その他必要事項 - 

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 
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会長 

１．開 会 

２．あいさつ 

  （１）会長あいさつ 

３．議 事 

（１）【連絡事項（情報提供）：行財政改革推進課】 

  ・ネーミングライツ事業者及び愛称の決定について 

 〈事務局から説明〉 

質問等あるか。 

－質問等なし－ 

（２）子ども子育て会議委員の推薦について 

〈事務局から説明〉 

質問等あるか。 

－質問等なし－ 

・子ども・子育て会議委員 大森敦子氏 

（３）地域会議開催日程の変更（案）について 

〈事務局から説明〉 

質問等あるか。 

－質問等なし－ 

（４）地域予算提案事業について 

〈事務局から説明〉 

 今日の調整会議で、東部地域会議の方で提案された事業で、事業名が、地域活性
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化交流イベント。今年度から始めてしばらく継続するという事業。東部地域は大宮

地区と国府地区 2つの地区に分かれていて、予算 34万円付けて、17万円づつ大宮地

区と国府地区にお金を下ろす。もともと社協でやっていた事業のタイアップ事業と

して参加するそう。参加するのは地域会議の委員ではなく、実働組織の方がそこに

参加をする。地域会議とすると実働組織に活動を委託する形になっている。実質動

くのは地域会議のメンバーではなく、大宮地区の実働組織に委託をして、元々やっ

ていた社協の事業とタイアップして一緒に事業をやってお金がおりる。お金は今回

17万円ですが丸々全額使えて、実働組織の方で出ている予算は活動費の 2分の 1が

補助とは別に 17万円丸々委託されたお金は全額制限なく使える。共同提案という形

でできるそう。名前は同じような名前にするが、それぞれの実働組織に業務を委託

し、元々地域でやっている事業とタイアップするような形で実働組織が関わると共

同提案もできるという話を聞いてきた。 

 岩舟地域は実働組織が 3つ存在して、それぞれ別個の活動をしている。私の個人

的な考えだが、共同提案を使うにあたっては、3つの地域で同じテーマを事業として

やってもらい、それに対して地域会議からお金を出せたらいいないうのを考えてい

た。例えば、3団体とも花の植栽を行っているので、岩舟地域はコスモスメインにし

てるかと思うが、静和地域でもコスモスの種を配ったりしている。旧岩舟町の花で

あるコスモスを地域に咲かせるというような提案をして、コスモスの植栽を各団体

にやってもらい、共同提案制度を使えば自分たちの持ち出し無しで全額地域予算で

使えることができる。そういったことに使えれば良いなと思った。次回の会議で例

えばこういう案が考えられるというのをお示ししたい。 

 今回の提案事業の中に交通安全教室が入っていなかったが、それは継続事業かど

うかどうなのか。 

前回の会議で来年度はのせない。交通ルールに特化した内容ができるかどうかと

意見が出てたが、その件に関して、まだ先方に確認はとっていない。ただし、ブリ

ッツェンは基本無料でやっているので、形態を変えてもらうのは難しいのではない

のかと思われる。 

それと、スケアードストレイト方式で中学校で実施している件で、都賀地域は小

学生にもやっていると話があった。レベルを下げて全学年で見る。レベルを下げて

という話だったので、その時に見学をして、どの程度のもので本当に小学生で大丈

夫かどうか確認したい。交通安全教室に関しては今後相談しながら、宇都宮ブリッ

ツェンの自転車教室とどういう風にしたらいいか相談していこうと思う。 

 明日小野寺小で宇都宮ブリッツェンの自転車教室を実施するが、終わった後に簡

単なアンケートをお願いしようと思っている。その結果を提出したいと思う。その

ようなことも含めて、総合的に小学生向けをどうするか今後検討していければと思

う。 
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今日は一覧表で△または〇がついている事業を説明していただいた。今後はそれ

に関してどうすれば実施できるか話し合いを始めるという段階でよろしいか。 

 次回以降は〇△が付いたものを中心にさらに絞り込みを行っていければと考えて

いる。 

 9番と 13番。公園までの道案内等栃木シティの件。商工会では街路灯を建ててい

る。会員の家の前にあり、クリフステージの時などフラッグを付けてるもの。それ

を利用していければそういうのも可能じゃないか。後は作る予算をどうするかとい

うのが残るが、付けるのはボランティアでつけるなり、そういうのがあれば可能じ

ゃないかと思った。それを頭に入れていただければと思う。 

市内に付けたのはボランティアか。 

有志団体。駅から蔵の街大通り。岩舟はクリフステージ以外につける時はあるの

か。 

 ない。商工会でイベントがある時、今までに 1、2回。了解をもらえば付けること

は可能だと思う。 

 何本あるのか。 

 本数は 120本位。 

 商工会に聞けば何処の場所にあるかとか分かるのか。 

 はい。 

 基本的に商工会に加入されている方の前にあるのか。 

 そう。大体各事業所の近くに建っている。 

 本数が約 120本というのを分かっているのであれば見積もりも立てやすい。 

 例えば道案内とかに利用すれば、メインの駅からの通りは何軒か建てているとこ

ろはある。後は足りないところを捨て看等を置いたりすれば可能じゃないか。 

 13番の近道のルートというのは。 

 何もしようがない、近道って案内するのもどうかと思う。 

 安全が確保できない道は案内出来ない。 

 そこに公金を投入するのは出来ない。 

 17番。回答で各小学校の 3年生全員に贈呈することは非常に困難とあるが、3年

生全員を抜かしたらどうなのか。実際に小学校から岩舟カルタの依頼があってふる

さと学習をやる。最初の依頼が 3,4年生でやりたいということだったが、実際に会

の予算でカルタを 10組しか作っていない。カルタなので 2人組むと 3,4年生全員は

一緒にできませんとなる。全員ではなくて各学校へ 10組とか 20組づつ置いてもら

うということはどうなのかと思った。 

 今回、いろんな所からかき集めて開催という感じではある。1クラス、1学年単位

でできるような位の数があったらいいと思った。 

 基本、市で作った物ではない。1団体が作った物に対して市の方で増販してという
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のができるかどうか。 

 市が作った物だったら。 

 全然問題ないと思う。 

  岩舟町で開催されている防災に関しての講習とかイベントがどの程度あるのか

調べられるか。一般市民が参加できるもの。 

 次回、各団体の実績、地域内で実施された危機管理課の出前講座の実績を調べて

報告したいと思う。 

 25番。前回作成したパンフレット。全部で何部作成して残 1,200部なのか教えて

もらいたい。結果としてどの位でているのか。 

 10,000部で約 17万円の事業費。 

 いつ頃から配布したのか。 

 令和 5年の 10月 11月くらいに地域限定で広報誌に折り込んだ。 

 岩舟地域だけか、市全体には。 

 配布していない。岩舟地域に全戸配布 5,400部、各施設に配って残りが約 1,200

部。観光協会やマルシェいわふねに配布した。 

 他の市内の施設には置いてないのか。 

 他地域には置いてない。 

 栃木市全体のはある。岩舟に特化したものだから置いてない。 

 この時の作ったきっかけが、地域の人に再認識してもらいたいという趣旨だった。 

 29番。旧岩舟町の時に作ったホームぺージのデータがあると思う。学校ではふる

さと学習というのをやるので、そういった時にうまく使えることを考え、学校教育

課のホームページに全市の偉人であるとか、地域の特性であるとか載っているとこ

ろと、市のホームページをリンクさせれば使い勝手が学校としていいのかと思う。 

 

 

 （４）その他 

特になし 

４．連絡事項 

（１）次回地域会議   11月 26日（水）19時から 

 

   

 

 

 

 

 



別紙 1 

出席者（委員） 

会長  髙久 厚子    副会長  中田 武彦 

委員  青木 則夫    委員  秋本 善司 

委員  安藤 宣好    委員  大阿久 敦 

委員  大森 敦子    委員  上 恭子 

委員  櫻井 英     委員  栃木 光子 

委員  永田 昌弘    委員  松井 千恵子 

委員  山下 道俊    委員  渡辺 和枝 

 

 

欠席者（委員） 

 委員  横山 智恵 

 

 

事務局 

 篠﨑 雅一 （岩舟地域づくり推進課課長） 

 海老沼 剛志（岩舟地域づくり推進課副主幹兼係長） 

 落合 裕美子（岩舟地域づくり推進課副主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙２ 会議事項 

１．開 会 

２．あいさつ 

 （１）会長あいさつ 

３．議 事 

 （１）【連絡事項（情報提供）：行財政改革推進課】 

    ・ネーミングライツ事業者及び愛称の決定について 

 （２）子ども子育て会議委員の推薦について 

（３）地域会議開催日程の変更（案）について 

 （４）地域予算提案事業について 

 （５）その他 

４．連絡事項 

 （１）次回会議  １１月２６日（水）１９時から 

５．閉 会 

 

 

 

配布資料一覧 

  資料１     ネーミングライツ事業者及び愛称の決定について 

資料２     地域会議開催日程の変更（案）について 

資料３     令和８年度提案（令和９年度実施）地域予算提案事業調整結果一覧 

 


